
別添4 
厚生労働行政推進調査事業費補助金（厚生労働科学特別研究事業） 

分担研究報告書 

 

Post-corona/with-corona時代における持続可能な腎臓病診療・療養の堅牢な体制構築 

COVID-19感染環境下での腎臓病診療の実態調査 
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研究要旨 
1）COVID-19流行環境下においても安全かつ持続可能なCKD患者の診療と療養について検討が必要である。本研
究では、COVID-19流行環境下におけるCKDの診療の現状を把握するために、全国の腎臓専門医を対象としたア
ンケート調査を行なった。 
2）慈恵会医科大学病院通院中の外来非透析CKD患者を対象にCOVID-19流行拡大前後の病態変化、治療実態を評
価した。COVID-19感染拡大状況においても食事療法を含めて、CKDの標準的治療を継続すること、CKD重症化を
予防する上で重要であることが明かとなった。 
 
 
Ａ．研究目的 
1）COVID-19感染拡大が腎疾患・高血圧患者の診療
および療養に与えた影響について腎臓専門医を対
象に実態調査を行う。 
2）COVID-19感染拡大によるCKDの病態・重症度変化、
診療実態変化を評価する。 
 
Ｂ．研究方法 
1）全国77名腎臓病協会幹事役員を対象とし、COVI
D-19感染流行下の腎疾患・高血圧患者の診療および
療養の実態に関するアンケートを実施し回答を集
計した。 
2）慈恵医科大学病院外来通院中の非透析CKD患者3
25 名（stage G1– G4）、平均年来 58.5歳、女性3
7.5%、男性80.6%を対象に解析した。 
 
 
 

 
 

COVID-19感染拡大後に、CKD患者のタンパク排泄量
はむしろ減少した。患者の体重、血圧、タンパク
摂取量に有意な変化を認めなかった。 

 

 
多変量解析では、尿中NaCl排泄量の減少が尿タンパ
ク排泄量低下と関連していることが示された。 
 
（倫理面への配慮） 
個人情報保護の観点から, アンケート調査は無

記名により行い, 個人の識別ができないように配
慮した。したがって, 研究対象者には不利益は生
じず, 倫理面に問題はないと考えられる。 
 
Ｄ．考察 
  本調査によって, 腎臓専門医の多くがCKD診療に
従事する傍らCOVID-19の診療にも尽力している実
態が明らかになった。COVID-19流行環境下において
も持続可能なCKD診療を実行していくうえで解決す
べき多くの課題があることも明らかになった。 
 COVID-19感染拡大状況においてもレニン・アンジ
オテンシン系阻害薬を含む腎臓病の標準治療の継
続、減塩食を中心とした食事療法の継続が重要であ
ることが明かとなった。 
 
Ｅ．結論 
本調査をもとに, COVID-19流行環境下においても
安全かつ効果的なCKD患者の診療と療養を可能とす
るエビデンスに基づいた診療指針が策定されるこ
とが期待される。 
 
Ｆ．健康危険情報 
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